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バ
月
ピ
日
、
阜
日
本

4
新
聞
連
盟
砺
記
局
は
、
ん
月

ハ
、
r
ヒ
の
陶
日
小都
人
学
に
お
い
て
、
全
国
規
模
で
の
冷
学
新
り
ー
ダ
ー
ズ

ロ

・
キ
セ
ン
プ
を
開
催
す
⇔
こ
と
を
決
足
し
た
、
こ
こ
に
、
こ
の
招
講
ア
ヒ
ー
ル
乞
掲
蔵
し
、
連
盟
字
新
の
嵐
摯
な
関
ひ
と
熱
烈
な
結
集
を
訴

口

え
た
い
と
思
う
9

口

・

こ
の
り
ー
ダ
ー
ズ
・
ヰ
や
ン
プ
の
最
六
の
軒
務
は
、
第
一
h
回
今
国
大
会
黍

霞
が
一
足
問
ら
か
に
し
た
「七
〇
耳
代
堂
11
却
聞
運
勤
」

口

の
地
平
I
l
対
自
的
協
働
11
覧
命
的
分
掌
1
ー
を
、
よ
り
厳
し
く
、
よ
り
豊
か
な
現
実
と
の
角
逐
の
な
か
で
、
具
体
化
す
る
こ
と
σ
あ
り
、
-

口

て
こ
に
こ
て
、
学
竺
新
聞
運
動
を
今
日
の
全
階
級
運
助
の
一
畷
と
し
C
推
旺
し
つ
る
指
標
は
確
立
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
.

口

・i

学
新
還
動
を
現
実
の
闘
い
の
な
か
で
発
展
さ
せ
よ
う
己
,
佃
ム
ζ
の
ル

『

の
粘
壌
(
と
し
て
、
こ
の
リ

ダ
ー
ズ
・
↓
「
ン
プ
の

口

成
功
が
か
ち
と
ら
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
朔
待
す
る
.
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全
伺
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生
新
聞
連
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書
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全学新
口
は
じ
め
に
■

全
日
本
学
竺
新
聞
趣
盟
は
、
昨
年
宋

の
全
学
新
第
二
+
五
回
六
会
に
お
け
る

新
全
圏
執
行
部
の
確
立
以
降
、
そ
の
組

織
万
針
に
基
い
て
、
主
要
な
全
国
活
助

の
碁
軸
を
二
里
塚
闘
争
、
沖
縄
闘
麟
の

共
同
デ
ス
ク
と
莱
務
対
策
に
お
き
な
が

ら
、
参
卯
・耕
の
対
象
領
壊
の
共
有
的

払
入
・
深
化
を
獲
縛
し
て
き
た
。

甲こ
う
し
た
浩
動
展
開
の
波
及
は
、
あ

回
大
会
以
降
の
、
福
井
大
学
、
神
奈
川

人
年
、
佐
賀
大
与
、
駒
沢
大
学
な
ど
に

お
け
る
辱
斯
の
創
刊
。
復
刊
と
し
て
結

実
し
な
が
ら
も
、
他
方
で
は
休
刊
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
個
別
字
新
が
存
在
す
る

な
ど
、
多
人
の
困
貼
を
か
か
え
、
全
学

新
は
、
今
、
・こ
の
組
織
性
闘
還
勤
性
の

粛
ル
テ
ー
ノ
・
ア
ノ
ブ
を
饗
勧
ご
れ
て

い
る
。

二

五
回
く
A
路
線
が
提
厨
し
た
、

(
子
新
超
動
の
獲
得
目
標
は
、
「
各
個

別
　
新
の
酒
勤
の
さ
㌦嚢

な
困
簸
性

に
対
す
る
解
決
秘
力
を
獲
得
す
る
と
い

う
こ
と
を
最
低
限
の
任
務
と
し
っ
っ
、

全
国
の
各
地
区
・
職
場
・
学
園
に
お
け

る
階
級
運
動
の
父
通
手
段
を
め
ざ
す
」

ご
と
で
あ
り
、
こ
の
組
織
方
針
の
中

に
、
七
〇
年
代
の
階
級
印
激
助
に
勝
利

す
.9
.r
生
耕
甥
運
動
の
基
本
的
力
向
が

一小と
れ
て
い
る
こ
と
を
碓
認
し
な
が
ら

も
、
麿
勢
の
現
股
階
に
お
い
て
、
わ
れ

わ
孔
は
、
全

。馴
の
更
な
Φ
績
織
展
開

能
刀
の
試
ノ]乙
ハ
ち
と
ら
ね
ま
ね
ら
な

い
二
の
尤
め
に
、
へ
杁
L
、
(
N
執
靭

蚤
と
、
全

†新
ノ
ー
ダ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ

を
開
催
し
、
二
十
五
回
大
会
以
降
の
全

学
新
活
動
の
検
証
の
中
か
ら
、
新
た
な

拡
大
さ
れ
た
、
七
〇
年
代
の
与
新
還
動

を
展
鵬
す
る
た
め
の
確
帽
と
展
望
を
っ

か
け
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

今
日
本
㌻
先
新
聞
趣
盟
僑
起
局
は
、

こ
こ
に
、
全
凶
の
加
鼠
上
新
に
対
し

て
、
来
る
九
月
ゴ
ハ目
。
↓
七
日
に
開

ひ
れ
る
全
学
新
り
ー
ダ
ー
ズ
串
ヤ
ン
プ

に
績
集
し
、
全
学
新
活
動
の
豊
智
化
と

強
化
を
共
に
獲
得
し
て
い
く
こ
と
を
呼

び
か
け
る
.

」

■

1

■

猛
新
聞
盾
動
そ
れ
自
身
の
リ
ア
リ
テ
ィ

の
、
冷
共
闘
漂
動
に
よ
る
剥
奪
の
澱
程

で
あ
り
、
そ
こ
に
お
け
る
、
旧
い
学
憶

新
聞
の
活
勘
様
式
の
変
車
は
、
唯
「
、

編
集
者
が
同
時
に
実
践
モ
体
を
担
う
と

い
う
地
点
か
ら
の
み
出
発
し
た
の
で
あ

」
た
。

二
i
11
回
入
み
一は
、
て
つ
し
た
、
凝

験
印
に
も
、
59
耳
の
闘
い
と
敗
北
の
意

義
を
共
有
し
な
が
ら
、
新
た
な
学
生
新

聞
活
動
の
路
線
的
方
向
を
提
出
す
る
と

い
つ
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

こ
の
性
格
は
、
多
く
の
字
生
新
聞
が

一
ド
b
回
人
会
に
疹
加
し
、
そ
こ
で
の

最
低
限
の
意
ム
【
鮫
の
幽
盤
を
形
成
し

[]口[コ ロ[コ ロgロ ロ

且

た
と
い
つ
瞥
昧
に
お
い
て
意
義
屯
も
つ

も
の
で
あ
り
な
が
ら
も
、
既
に
デ
q
戦

線
ー
全
階
級
戦
線
を
貫
い
て
進
行
し
つ

つ
あ
っ
た
戦
線
分
阪
(全
国
全
共
闘
の

問
題
な
と
)
に
十
介
に
対
応
し
つ
る
も

の
で
は
あ
り
え
ず
、
10
・
11
月
闘
争
の

敗
北
の
慰
養
の
確
陀
や
、
備
勢
ル
め
ぐ

る
分
耕
の
限
騨
ハ
と
と
し
て
k
」
し
て

い
た
、

ヒ
O
年
へ
の
陀
維
帖
斜
は
、

月
遅

動
が
七
れ
自
身
と
し
て
、
爪
ソ
〃
削
製

開
を
と
げ
る
こ
と
を
評
さ
な
い
も
の
と

し
て
が
行
し
つ
つ
あ
る
、
'
有
は
、

生
と
し
て
の
.'泊
(
目
己
の
利
会
田
隷

」属
)
を
闘
う
こ
と
か
h
、
普
漏
U
な
以

卿
曲
嫁

鑛
韓

週

2
面

▼
進
行
す
る
破
防
法
体
制
と
は
何
か

今

最
終
回
・プ
。
レ
タ
リ
ア
蟹

露

轟

臣
累

へ

睡

横
川
軌

`11

68
年
第
二
丁
四
回
大
会
「
反
帝
イ
テ

オ
ロ
キ
ー
緬
一
戦
線
」
の
地
平
は
何
で

あ
っ
た
か
。

総
拮
助
に
述
べ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
67

・10
・
8
以
降
の
反
帝
実
力
闘
播
の
学

新
石
動
へ
の
理
論
的
・
組
織
的
対
象
化

で
あ
り
、
時
代
的
規
疋
性
(限
界
柑
)

に
お
い
て
、
「反
・帝
国
ぎ
義
イ
ヂ
オ

ロ
キ
ー
」
を
結
集
舳
と
な
し
う
る
最
後

的
可
能
性
の
囲
示
と
し
て
あ
っ
た
。
そ

れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
同
時
代
の
学

生
運
動
ー
反
帝
実
力
闘
争
の
写
新
石
動

へ
の
波
及
・包
摂
構
遺
の
端
的
な
没
現

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
肌
わ
れ
が

提
越
し
た
第
一一
「
五
阿
人
へ
藷
課
の
根

本
的
な
力
法
硯
座
は
、
こ
の
か
及
・
包

摂
構
造
の
塒
代
性
の
分
析
と
、
ご
の
解

体
魍
程
の
紛
拙
に
位
置
し
た
の
で
あ
る

こ
の
解
体
遺

と
は
、
極
め
て
平
明

に
遷
へ
る
な
ら
樗

聞
・
69
全
14
教
育

闘
争
1
(
㌧
周
翼
助
の
バ
申
て
の
、
・

総
梱
力
を
間
題
に
し
始
め
る
や
否
や
、

そ
の
政
治
権
力
の
強
大
さ
が
、
労
働
者

階
級
と
、
他
階
層
に
対
す
る
階
級
支
配

の
強
力
的
貫
徹
に
基
礎
を
持
う
こ
と

を
、
自
ら
の
敗
北
を
通
じ
て
感
受
し

た
。
あ
る
い
は
、
学
生
が
直
接
的
に

政
治
権
ガ
に
対
峙
し
う
る
こ
と
を
実

感
さ
せ
た
か
に
見
え
た
研
、
銘
年
の
闘

い
は
、
六
九
年
+

一
月
の
敗
北
を
経

て
、
よ
り
根
底
的
な
政
治
権
力
の
碁
礎

の
中
で
掌
生
存
在
を
問
題
に
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
。

学
生
運
動
の
小
プ
ル
的
展
開
と
同
居

し
て
き
た
学
生
新
聞
の
貧
困
で
弱
女
し

い
展
開
は
、
現
在
も
ζ
の
姿
を
か
し
な

が
ら
細
女
と
延
命
し
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
が
七
〇
年
代
に
お
け
0新

た
な
学
生
析
聞
占
助
を
よ
り
人
胆
に
発

展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
冷

」新
に
結

樂
す
る
先
進
的
な
各
学
生
新
闘
が
、
訂

論
深
化
す
べ
き
点
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
ろ
う
。

'

■
2
■

ま
ず
第
】
に
、
第
二
十
五
回
大
会
議

案
爾
に
お
い
て
、
あ
る
程
度
の
経
験
的

了
解
を
含
ん
で
捷
出
さ
れ
た
、
全
共
闘

運
動
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
よ
る
学
弓
新
聞

円
効
の
転
換
点
に
つ
い
て
、
学
生
運
勃

の
歴
史
田
経
縁
の
中
で
、
ご
の
思
考
的

根
拠
、
存
守
垂
盤
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
て
あ
る
。
}こ
こ
で
は
、
学
生
運
動
紛

体
の
路
線
に
か
か
わ
る
間
題
と
し
て
、

一労
働
者
階
級
が
、
民
同
の
臆
を
断
ち
、

帝
国
主
醗
労
働
運
動
と
の
対
決
の
中
で

階
級
的
自
立
を
遂
げ
ん
と
す
る
苦
闘
か

ら
、
本
格
的
に
自
ら
の
政
治
擢
力
を
問

題
に
し
て
い
く
時
代
に
お
け
る
学
生
運

動
の
位
置
が
確
定
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
ず
、

そ
の
こ
と
援
き
に
は
、
「
学
生
新
聞
」

「股
が
宏
易
に
謡
り
え
な
い
こ
と
看
確

認
せ
ね
は
な
る
ま
い
。
即
ち
麟
匠
噺

聞
活
勤
の
階
級
運
動
総
体
に
お
け
る
位

置
叢

定
す
る
た
め
の
運
勘
醤
的
前
提

と
し
て
の
学
生
運
動
の
現
段
階
の
確
定

で
あ
る
。

第
二
に
、
摺
勢
把
握
の
問
題
で
あ

り
、
現
在
的
な
階
級
戦
線
分
岐
の
基
軸

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
一般

的
な
外
化
さ
れ
た
、
世
界
耀
勢
i
国
内

梼
勢
で
は
な
く
、
激
動
期
と
は
、
「
フ

ァ
ン
ズ
ム
か
革
命
か
」
が
、
政
治
・社

会
の
全
領
颯
。
全
階
層
に
問
わ
れ
る
時

代
で
あ
る
以
上
、
事
観
的
願
望
に
合
わ

せ
て
「危
機
」
を
が
な
り
立
て
る
こ
と

は
論
外
で
あ
る
と
し
て
も
、
一般
的
な

賃
本
根
互
の
角
逐
の
「解
説
」
を
こ
え

て
、
ご
刀
雪
往
と
杜
会
の
根
底
に
進
行

㍗
⇔
請
階
祓
、
諸
階
層
の
活
動
と
亀
裂

を
明
b
か
に
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　

組
織
展
開
能
力
の
強
化
を

一じ
て
、
ノ
ブ
ル
ノ
ゴ
ア
ジ
ー
が
政
治

又
配
能
力
を
喪
失
し
つ
つ
あ
る
時
代
に

お
け
る
諸
階
層
の
勤
向
は
、
一
つ
の
政

浴
的
・杜
会
的
な
-勢
力
」
と
し
て
自

ら
の
裡
力
を
閲
題
に
す
る
の
で
あ
り
、

階
級
戦
線
は
必
μ
的
に
激
烈
な
再
編
の

渦
中
に
入
る
の
で
あ
る
。
学
生
新
聞
運

朗
を
全
階
級
運
動
の
一環
と
し
て
位
量

付
け
、
推
進
せ
ん
と
す
る
わ
れ
わ
れ
に

と
っ
て
、
階
級
戦
線
を
貫
く
栖
力
問
題

・
組
織
路
線
。
革
命
戦
略
に
関
る
分
岐

と
無
閲
株
な
旭
点
に
と
ど
ま
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
い
な
む
し
ろ
、
四
ー
六
月

の
沖
絹
闘
争
の
中
で
鮮
明
化
し
た
全
囲

全
共
闘
内
部
の
「
反
帝
国
民
主
義
」
派

と
の
棊
の
意
妹
で
の
(
「
爪
派
闘
争
」

と
ば
区
別
さ
れ
た
)
苑
派
闘
争
を
通
し

な
、
階
級
的
反
粥
潮
流
の
組
織
化
は
、

一㍗

募

墾

軸
電

に
鯖

化
・
深

隈
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全
学
新
リ
ー
ダ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ
開
催
要
綱

屑
日
時

九
月
十
六
日

午
後

一
時
か
ら

十
七
日

午
前
十
時
か
ら

■
場
所

京

都

大

学

■
議
題

七
十
年
代
学
生
新
聞
運
動
の
課
題

圃
宿
泊
に
関
し
て
は
京
都
大
学
新
聞
社
が
責
任
を
も
っ
て
準
備
し
ま
す
の
で
、
参
加
学
新
は
、

九
月
十
三
日
ま
で
に
、
京
都
大
学
新
聞
社
ま
で
参
加
予
冗
人
数
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
連
絡

先

。
〇
七
五

(七
六
一
)
二
〇
五
四
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≡
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≡
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≡
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一≡
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≡
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一≡
≡
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知

階
級
的
交
通
形
態
の
創
出

へ

4
す
る
も
の
C
の
る
だ
つ
2
、

第
三
に
は
、
第
]
・
第
一の
点
着
ふ

ま
え
て
、
b
O
多
代
の
学
外
新
聞
活
動

の
基
本
的
力
向
性
を
、
ニ
ー
鷲
回
大
会

路
線
の
深
化
・
幹
爵
化
と
し
て
つ
ち
固

め
る
こ
と
で
酌
る
。
(

一新
の
組
織
活

動
が
、
現
孔
、
一
疋
の
払
取
と
消
粍
化

の
感
を
足
し
て
い
る
こ
と
は
、
い
か
な

る
事
憐
の
下
で
あ
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
実

践
的
な
黄
徹
能
力
の
隈
界
と
し
て
総
括

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
芒
の
限
界
の
突

破
な
く
し
て
、
全
図
的
な
学
生
新
聞
の

運
動
の
発
展
は
あ
り
え
な
い
こ
と
を
全

学
新
加
盟
各
教
は
銘
昭
せ
ね
ば
な
る
ま

い
。
判
業
の
賦
序
は
、
全
国
的
な
4
生

新
固
還
動
の
現
状
盟
擢
と
、
「学
新
運

甥
論
」
の
炉
理
的
検
訂
、
ご
し
て
小
圃

的
・地
区
田
な
力
針
化
で
的
Φ
。

大
ざ
く
は
以
卜

】点
の
討
倫
ん
ふ
よ

え
て
、
今
杁
刑
の
、
沖
縄
返
還
協
走
批

准
阻
止
闘
争
二
一
墨
塚
ン
ニ
玖
収
用
阻

止
闘
争
の
中
で
全
ぎ
新
組
織
浩
動
の
貫

徹
熊
刀
の
飛
融
的
強
化
を
か
ち
と
り
、

各
地
区
学
新
己く会
。
全
咋
'新
第
二
†
六

副
入
会
霊
展
望
し
て
い
う
ね
ば
な
ら
な

い
。

国
民
総
背
番
号
制
の
実
施
と
い
う
ぼ
僚

的
軍
事
的
統
治
機
構
の
静
国
r
義
的
得

編
が
展
開
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
そ
れ
ら
戦
後
朗
政

治
祉
会
諸
陶
係
の
改
編
の
申
心
的
推
進

軸
で
あ
る
七
二
年
沖
縄
返
還
へ
向
け
た

政
冠
の
最
後
の
「儀
式
」
1
国
民
的
合

意
の
付
与
1
た
る
A
「秋
批
艦
国
会
に
お

い
て
は
、
議
会
内
ブ
ル
ゾ
ヨ
ア
ノ
ー
請

分
派
に
よ
る
帝
国
ゴ
義
の
延
命
を
か
け

た
敷
樫
構
想
を
め
ぐ
る
角
逐
に
対
し
、

既
成
「
革
新
」
勢
力
-
社
公
民
共
闘
、

日
本
共
産
覚
1
は
包
摂
・
統
合
さ
れ
切

り
、
ブ
ル
ノ
3
ア
ン
ー
の
最
良
の
同
伴

占
こ
し
て
参
加
し
ょ
う
と
し
て
い
る
。

育
成
さ
れ
た
「凝
会
内
健
全
野
党
」は
、

自
民
党
政
府
の
政
拍
吏
配
能
刀
の
柑
対

的
低
下
を
補
元
す
へ
く
、
小
市
民
層
の

利
害
の
代
弁
を
も
っ
て
延
命
し
、
帝
国

γ
義
労
働
運
動
に
道
を
開
い
て
い
る
。

沖
縄
以
還
-
沖
縄
の
日
米
共
同
反
茸

命
劇
線
基
地
化
と
帝
国
主
義
的
国
民
統

合
は
、
沖
縄
現
地
に
お
い
て
も
一
体
化

攻
撃
の
エ
ス
カ
レ
ー
ト
を
も
っ
て
具
体

田
過
程
に
入
っ
て
い
る
。
即
ち
、
自
衛

隊
派
兵
の
大
寛
伝
が
、
一
連
の
幹
部
候

楠
生
の
研
修
派
兵
・
八
月
の
「帰
郷
大

作
戦
」
"
沖
縄
出
身
隊
員
の
P
R
・
各

商
校
へ
の
隊
員
募
集
を
通
じ
、
沖
縄
人

民
の
協
力
体
制
の
布
石
と
し
て
展
開
さ

れ
て
い
る
。
更
に
、
感
ガ
ス
移
送
強
行

の
背
後
で
は
、
九
州
山
田
弾
薬
餌
か
ら

ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
へ
の
欝
ガ
ス
の
荷
⊥

げ
、
収
港
バ
ー
ス
♪
り
知
花
貯
蔵
距
へ

の
C
N
・
C
も
ガ
ス
の
運
入
と
基
地
の

統
合
再
編
・
磯
能
効
率
化
が
蓮
め
ら
れ

て
お
り
、
毒
ガ
ス
避
獲
H
戦
争
避
難
訓

練
の
強
行
に
ょ
る
靭
員

瓶
合
体
制
が

準
備
さ
れ
て
い
る
。

基
地
再
編
強
佃
f
入
縁
解
雇
、
ハ
一方

協
労
働
壱
へ
の
合
理
化
、
地
公
法
・
教

特
法
の
適
用
を
通
し
た
教
職
員
会
の
解

体
、
資
本
、
政
覚
を
貫
く
続
合
再
編
と

一逮
の
特
借
法
に
よ
る
一
体
化
攻
駐

は
、
復
補
対
策
要
綱
第
二次
分
の
発
去

の
中
で
矢
つ
ぎ
ば
や
に
莚
行
し
て
い

る
。
ま
た
屋
艮
政
府
内
の
ポ
ス
ト
再
編

は
、
「
革
駄
」
共
闇
の
更
な
る
匁
塚
を

目
鹸
む
も
の
で
あ
る
。

波
⊥
や
コ
ザ
、
全
踊
各
地
の
目
軟
允

生
的
暴
動
は
、
こ
う
し
た
七
二
年
返
還

攻
撃
の
盈
む
徹
底
し
た
生
活
破
壊
と
社

会
的
悲
惨
-
不
繁
の
表
出
で
あ
る
。
更

に
、
自
衛
隊
へ
の
弾
劾
は
「
県
民
」
統

合
政
策
を
つ
き
や
ぶ
り
高
板
牛
の
臼
衛

冒
嚢

奮

闘
争
を
う
み
出
し
て
虹

る
。
全
軍
労
労
働
者
は
、
反
合
理
岸
闘
㎜

一

争
か
ら
、
毒
ガ
ス
移
送
に
ス
ト
で
応
し

る
と
い
っ
た
政
道
勢
力
と
し
て
の
目
ゴ
一

　

を蕪

欝
霧

秤虻

難

引難

縫
銀

あ
る
以
⊥
、
今
秋
の
批
巻
阻
吐
闘
争

は
、
六
七
年
10
・
8
闘
争
以
降
の
反

へ

保
、
沖
縄
闘
争
の
収
約
点
と
し
て
、
政

府
の
「
丞
還
」
へ
の
最
終
的
「
国
民
田

合
意
し
付
与
を
粉
粉
す
る
闘
い
と
し
て

の
樹
薄
¢
も
た
ね
は
な
ら
ず
、
そ
の
構

雛
蘂
驚
霧
攣

を
通
し
た
礪
層
的
展
開
の
力
を
も
っ
～
[

政
宿
権
力
中
枢
へ
の
攻
離
で
あ
㊧
。

、生きるための模索
、をつづける

無名の小さな主体の メ ッセ ー ジ

 

、

月

刊

・住民運動の地域闘争

〈交流〉の メデ ィア〈表現〉

覧

9

月

号

特
集

く

さ
い

発
売
中

2
5
0
円

く

さ
い

市
政
が
く
さ
い

『
地
域

エ
ゴ

イ
ズ

ム
』

攻
撃

を

は
ね

の
け
る

し
尿
処

理
場

・
ゴ

ミ
焼
場

反
対
闘

争

●
北
清
掃
工
場
設
置
反
対
闘
争
の
八
年

(東
京
)

●
三
鷹
市
東
部
汚
水
処
理
場
を
め
ぐ
っ
て

●
神
々
の
山
に
ブ
ル
が
降
る

(橿
原
)

●
崩
壊
し
た

「話
し
合

い
市
政
」

(秋
田
)

●
連
載

農
民
叛
乱
1
そ
の
現
代

へ
の
証
言

(3
)

鉾
田
町
屠
揚

・
慶
埃
処
理
場
反
対
闘
争
の
な
か
か
ら

山
口
武
秀

`

●
新
連

載

続

・
人
間

腐
蝕

五
島
・
玉
之
浦
町
の
被
害
者

(1
)
:
:

:

・
深

田

俊

祐

●
座
談
会

こ
の
街
を
私
た
ち
の
手
で
…

東

京

町

田
市

鶴
川

団
地

●
墓
穴

を
原
子
炉

の
傍

に

新
潟
巻
原
発
を
つ
く

ら
せ
な

い
会

●

シ
ナ
リ

オ

記
録
映

画

「
告
発

・
富

士
公
聖
口
」
(
続

)

●
三
里
塚
夏
の
陣
-
農
民
の
生
の
格
調

●
う
そ
八
百
で
住
民
を
愚
弄
す
る
国
鉄

●
鉛
を
つ
く
ら
ず
映
画
を
つ
く
ろ
う

積
琶

宮 山

崎 口

省 武

吾 秀

 

…
エ
チ
ル
化
学
労
組
を
支
援
す
る
会

●
森
永

ミ
ル
ク
中
毒
の
子
供
を
守
る
会

・
高
岡
公
害
を

告
発
す
る
市
民
連
合

・
大
泉
市
民
の
集
い

'

[
倒

ナ
ン
テ
社
か
ら
の
お
ね
が
い

グ

・

『
月

刊

地

域

闘

争

』

の

定

期

購

読

を

/

こ
の
雑
誌
は
み
な
さ
ん
が
定
期
購
読
を
し
て
不
さ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

禺
し
つ
つ
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
Q

、

畔

聯

●
『月
刊
地
域
闘
争
』

●●

一
、

五
〇
〇

円

三
、
○
○
○
円

(
〒
鼠
)

よ
り
確
実
に

の

販

売

を

!

あ
な
た
の
ま
わ
わ
に
こ
の
雑
誌
を
ひ
ろ
め
て
下
さ
い
。
ま
と
め
て
引
き
受
け
て
下
さ

れ
ば
、
あ
な
た
の
グ
ル
ー
プ
の
活
動
資
金
に
い
く
ら
か
還
元
い
た
し
ま
す
。

ロ

シ

ナ

ン

テ

社

に
出

資

を

!

ロ
ン
ナ
ン
テ
社
は

「月
刊
地
域
闘
争
」
の
発
行
販
売
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
会

社
で
す
。
雑
誌
を
出
し
つ
づ
け
て
い
く
た
め
に
は
莫
大
な
資
金
が
必
蛮
で
す
。
み
な

さ
ん

一
人

一
人
が
ロ
シ
ナ
ン
テ
社
の
株
圭
に
な
っ
て
下
さ
い
。

一

ロ

五

千

円

二

〇
株
分
)

ご
連
絡
下
さ
れ
ば
必
要
書
類
を
お
送
・9
し
ま
す
。

あ

な

た

の

手

で

こ

の

雑

誌

を

つ
く

ろ

う

/

と
ん
な
形
で
も
い
い
で
す
。
あ
な
た
の
で
き
る
こ
と
で
、
こ
の
雑
記
の
編
集
や
発
行

懸
讐
馨
聾
蕊
姻薙
猷
蘇
解
鍔
植
聡
鉾
鍍
麓
認

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
や
っ
て
や
ろ
う
と
思

っ
た
人
は
、

す
ぐ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

口

シ

ナ

ン

テ

社

京
都
市
左
京
区
高
野
蓼
原
町
三
八

T
E
L
O
7
5

(
7
8
1
)

3

9

5

4

場
所
は
高
野
川
の
御
蔭
橋
東
詰
め
で
す

[
四
ッ
ク
・ナ
ン
バ
ー

倒

矧
圖

]

8
月
号
・特
纂
住
民
収
奪
の
政
治

ー
区
画
整
理
反
対
運
動

。ン
ナ
リ
オ

記
録
映

画
「
「告
発

・
富
土
公
害
巴

7
月
号
・幣
集
第
三
の
株
主
た
ち
i

一
株
運
動

科
学
-
こ
の
忌
わ
し
き
も
の

6
月
号
・特
集

「
お
上
幻
想
し

1
佳
民
に
と
っ
て
の
自
治
体
と
選
挙

・特
凝
漁
民
叛
乱
-
瀬
戸
内
海
を
返
せ

三
里
塚
闘
争

そ
の
血
の
論
理

私
は
二
人
ー
日
本
人
の
私
と
朝
鮮
人
の
私

5
月
号
・特
集
闘
い
の
経
ら
な
い

1
発
生
源
か
ら
の
告
発

・特
集

原
発
か
え
れ
/

4
月
号
蒋
集

文
化
財
と
地
域
社
会

公
害
原
論
…
…
宇
井

谷
中
村
の
報
復
を
三
里
塚
で

・
　
村

}
作

3
月
号
・特
集

支
援
と
は
何
か

戦
闘
的
労
働
組
合
の
役
割
ー
ゼ
ネ
石
労
組

2
月
号
・特
纂

全
国

三
里
塚

お

連
帯
を

-
認
激

鰹
煙

舞

(亮
株
圭
総
ミ

σ

■

12
月
号
・特
集

出
入
国
管
理
体
制

・挿
集

数
育

そ
の
逆
流
に
抗
し
て

大
学
闘
争
と
公
害
闘
争

,

11
月
号
・特
集

神
奈
川
県
に
お
け
る
住
民
運
動

・箪

発
生
源
か
ら
の
皆
発

(2
)

コ
ン
ト
ー
ム
の
中
で

三
里
塚
九
月

10
易
創
刊
号
・特
纂
第

一
回
全
国
地
域
團
争

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・特
集

発
生
原
に
お
け
る
告
発

(1
)

連

載

・村

長

学

の

す

す

め

暫

島
・広

野

広

(創
刊
号
か
ら
)

・駿

河

湾

糞

尿

謹

-

・

:
冨

工
・
甲

田

寿

彦

(11
月
号
か
ら
)

・農

民

叛

乱

・そ
の
現
代

へ
の
証
言

(7
月
号
か
ら
)

覇
織
欄
拳
謂
橋
)

・

■

4
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「
進
行
す
る
破
防
法
体
制
と
は
何
か
」
と
し
て
過
ま
五
回
に
わ
に
り
連
城
し
て
き
た
本
禍
も
、
反
弾
圧
闘
争

の
基
本
的
な
方
向
性
を
提
示
し
て
最
終
回
と
す
る
。

い
ま
、
わ
れ
わ
れ
の
前
に
大
き
く
追
っ
て
き
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
保
安
処
分
体
系
を
軸
と
し
た
刑
法
全

面
「改
正
』
に
よ
る
帝
国
⊥
義
刑
法
と
し
て
の
完
成
を
阻
止
す
る
課
題
が
あ
る
だ
ろ
う
。
国
民
総
背
番
号
制
の

閥
題
も
含
め
て
、
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
、
闘
い
の
視
点
を
さ
ぐ
っ
て
い
ぎ
七
い
.
(編
集
部
)

最

終

回

プ

ロ
レ
タ
リ
ァ
解
放
を
め
ざ
す

雲

、
L
回
に
わ
た
っ
て
「童
行
す

る
破
防
私
体
制
と
は
何
か
」
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
述
ぺ
て
来
た
。
そ
の
中
で

仏
た
ち
は
、
日
本
帝
国
主
義
の
発
展
の

申
味
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
プ
ロ
レ
タ

リ
ァ
ー
ト
に
対
す
る
弾
圧
の
強
化
の
歴

史
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
と
ら
え
切
る

こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ

れ
ま
で
の
私
の
提
起
に
あ
る
よ
う
に
、

ブ
ル
ジ
」
ア
ノ
ー
ど
も
の
弾
圧
体
制
は

多
橡
化
し
、
て
し
て
深
く
薩
行
し
て
い

る
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
弾
日
を

粉
砕
し
て
い
く
べ
き
、
プ
巨
レ
タ
リ
ア

ー
ト
の
闘
い
の
体
制
は
あ
ま
り
に
も
不

卜
分
だ
と
口わ
な
げ
れ
ば
な
う
な
い
。

こ
の
添

分
な
金
と
い
う
こ
と
は
皐

反

弾

圧

闘

争

へ

8

な
る
、
量
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、

質
鋤
問
題
を
も
含
む
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
せ
れ
は
、
権
力
か
ら
の
攻
撃
が
強

化
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
部

分
が
生
ま
れ
て
来
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
一面
的
な
軍
事
路
線
に
走
る
部

分
、
あ
る
い
は
、
弾
圧
に
屈
服
し
、
人

民
載
線
に
脱
落
し
て
い
く
部
分
と
い
つ

よ
う
な
も
の
と
し
て
。

し
か
し
、
ブ
ル
ノ
ゴ
ア
ノ
ー
ど
も
は

人
民
戦
線
に
脱
落
し
た
か
ら
と
い
っ
て

決
し
て
、
弾
圧
の
手
を
ゆ
る
め
る
も
の

で
は
な
く
、
よ
っ
強
力
な
弾
圧
体
制
の

樹
築
へ
同
け
て
ご
の
攻
畢
の
ホ
コ
先
を

プ
ロ
レ
タ
リ
〆
ー
ト
へ
向
け
て
釆
る
だ

ろ
う
。

`

、

」
雷

胴m一

日
斡
条
約
粉
砕
闘
争
、
叙
q
十
・
八

の
羽
田
闘
争
か
ら
開
始
さ
れ
た
本
格
的

な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
闘
争
は
、
ブ

ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
ど
も
か
ら
の
狂
乱
的
弾

圧
を
加
え
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
し
か
し

私
た
ち
は
、
そ
の
弾
圧
に
屈
服
す
る
こ

と
な
く
闘
争
を
進
め
て
来
て
い
る
。
し

か
し
、
今
私
た
ち
に
問
わ
れ
て
い
る
こ

と
は
い
か
な
る
弾
圧
粉
砕
の
闘
い
を
展

開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
、

こ
の
こ
と
の
意
昧
は
次
の
三
点
と
し

て
笈
約
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

第
一は
、
私
た
ち
が
「静
国
ユ
義
ブ

ル
ノ
ゴ
ア
政
府
打
倒
ー
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

橋
か
樹
立
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
〆
を
か

か
げ
て
闘
い
抜
い
て
い
る
よ
う
に
、
弾

圧
粉
砕
闘
争
で
闘
い
獲
得
し
た
質
を
ン

ビ
エ
ト
建
設
へ
向
け
い
か
に
集
約
し
て

い
く
の
か
と
い
う
こ
と
.

は
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
、
反
帝
闘
争
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
解
放
闘
争
を
そ
れ
な
り

に
闘
い
抜
い
て
き
た
部
分
の
中
に
も
、

も
つ
一
度
、
反
弾
圧
闘
争
を
「
結
果
」

の
み
と
の
闘
い
に
し
て
い
こ
う
と
す
る

部
分
が
生
ま
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
。

こ
の
部
分
は
人
民
戦
線
派
と
し
て
さ
ら

に
純
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
.
そ
し

て
、
そ
の
闘
い
は
、
諸
要
禾
闘
争
と
し

て
、
あ
る
い
は
}戦
後
民
主
L
義
」
諸

機
利
擬
得
闘
争
と
し
て
一
面
化
さ
れ
よ

う
と
し
て
お
り
そ
の
闘
い
の
質
を
イ
ン

ベ
イ
す
る
も
の
と
し
て
、
も
う
一度
ス

タ
ー
リ
ニ
ス
ト
的
党
建
設
、
ス
タ
ー
リ

ス
ト
的
伺
人
の
確
立

へ
と
ひ
た
走
り

に
走
り
、
現
在
の
プ
ル
ノ
ヨ
ア
立
配
を

の
適
用
と
い
う
}
面
的
把
握
と
し
て
と

ら
え
て
は
な
ら
な
い
。
「破
防
法
体

制
」
「破
防
法
時
代
」
と
は
公
然
た
る

フ
ノ
ン
ズ
ム
へ
の
突
撃
を
意
味
す
る
も

の
と
し
は
っ
き
り
と
と
ら
え
切
町
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

日
米
共
同
声
明
、
60
律
蛋
保
の
70
年

ア
ジ
ア
太
平
洋
画
安
保
と
し
て
の
生
み

直
し
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
戦
後
秩

序
の
帝
国
主
義
的
再
編
・
敷
治
的
軍
事

的
経
済
的
な
帝
国
モ
義
的
対
外
政
策
の

確
立
、
貫
徹
を
持
っ
て
、
帝
国
毛
義
矛

盾
の
世
界
恐
慌
と
し
て
の
爆
発
を
乗
り

切
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
姿
は
、
反

革
命
階
級
同
盟
l
l
反
藁
命
戦
争
と
フ

テ
シ
ズ
ム
と
含
理
化
と
し
て
、
世
界
あ

る
い
は
国
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
私
た

の
べ
ー
ル
が
剥
が
さ
れ
て
来
た
の
で
あ

る
。す

な
わ
ち
69
年
に
お
け
る
、
「大
学

立
法
」
粉
砕
闘
争
で
、
あ
る
い
は
、
東

大
裁
判
闘
争
の
あ
の
革
命
的
闘
争
の
中

で
一歩
一
歩
そ
の
べ
ー
ル
が
私
た
ち
の

手
に
よ
っ
て
剥
さ
れ
て
き
た
の
だ
。

そ
し
て
一
方
に
お
け
る
、
ブ
ル
ジ
ョ

ア
独
裁
の
煩
熟
↓
崩
壊
と
し
て
、
そ
の

形
式
を
と
ど
め
る
だ
け
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

以
ト
の
こ
と
の
一
つ
は
こ
の
4
-
6

月
に
お
け
る
、
統
一
地
方
選
、
参
院
選

に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
敗
北

と
、
そ
し
て
、
大
量
の
棄
権
票
を
生
み

出
す
と
い
う
こ
と
で
具
体
的
に
表
現
さ

れ
て
い
る
。

の
地
に
お
け
る
自
警
団
組
纏
と
し
て
、

あ
る
い
は
、
新
宿
の
地
に
お
け
る
、
商

店
会
組
繊
睦
自
警
団
の
組
織
と
し
て
量

場
し
、
ま
た
、
箋

の
家
、
W
A
C

L
、
着
い
根
っ
子
の
会
等
と
し
て
、
そ

の
組
織
化
を
進
め
つ
つ
あ
る
。

要
約
す
れ
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
圭
主

義
の
燗
熟
と
崩
壌
・
下
か
ら
の
フ
ァ
シ

ズ
ム
大
衆
運
動
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

の
公
然
た
る
反
逆
の
開
始
と
い
う
よ
う

に
現
状
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ

う
。ま

た
、
そ
れ
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
府
打
倒
へ
向
け
た
ブ

ル
ン
ヨ
ア
諸
機
構
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ

で
の
反
逆
の
開
始
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
祉
会

に
見
切
り
を
つ
け
、
新
た
に
プ
ロ
レ

公
然
た
る
労
働
者
階
級
の
反
乱
を

第
二
は
、
現
右
、
部
分
的
闘
い
と
し

て
の
弾
圧
の
「
結
果
」
に
対
す
る
闘
い

を
弾
圧
の
「
原
因
」
に
せ
ま
る
闘
い
、

す
な
わ
ち
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
解
放
闘
争

の
　
環
と
し
て
、
「ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
府

打
倒
」
闘
争
へ
と
い
か
に
発
展
さ
せ
て

い
く
の
か
と
い
う
こ
と
。

第

一は
、
第
一
、
第
二
の
闘
い
を
い

か
に
し
て
、
今
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の

総
体
の
中
に
、
公
然
た
る
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
の
反
乱
の
一
つ
と
し
て
、
組
繊

化
し
結
舎
し
全
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の

闘
い
と
し
て
展
開
し
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
く
り
返
し
、
く
り
返
し
、

問
題
に
さ
れ
て
来
た
、
第
「
～
第
三
の

間
題
が
い
ま
ま
た
、
再
度
問
題
に
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
私

た
ち
は
は
っ
き
り
と
見
て
お
か
な
け
れ

返
還
時
ま
で
の
体
制
に
つ
い
て
と
い
う

こ
と
と
、
破
防
法
適
用
団
体
と
し
て
日

本
共
産
覚
の
名
前
を
語
っ
た
と
い
う
、

こ
れ
に
対
し
て
、
目
本
共
産
党
は
払

議
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
く
り
返
し

く
り
返
し
、
日
本
共
産
党
は
過
激
派

と
違
う
こ
と
を
訴
え
た
と
い
う
。
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
闘
い
に
対
す
る
明
確

な
弾
圧
立
法
で
あ
る
、
「
破
防
法
」
そ

の
も
の
に
反
対
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
ブ
ル
ン
ヨ
ア
ジ
ー
の
欄

喝
に
屈
服
し
、
社
民
覚
へ
の
自
ら
の
体

質
を
改
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
。現

在
の
野
覚
共
闘
を
見
れ
ば
明
ら
か

な
よ
う
に
、
一歩
で
も
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

ー
ト
の
そ
の
利
点
を
守
り
発
展
さ
せ
て

帝
国
主
義
国
民
統
合
の
確
立
の
な
か
で

真
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
櫓
刀
樹
立
へ
向
け

打
ち
砕
い
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
部
分

に
対
し
て
、
宗
派
的
、
反
革
命
的
敵
刈

部
分
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。

私
た
ち
の
こ
の
よ
う
な
部
分
の
闘
い

を
止
揚
し
て
い
く
た
め
に
も
先
程
述
ぺ

た
よ
う
な
第
「
ー
第
二
の
こ
と
に
も
う

一
度
日
目
し
て
お
か
な
け
れ
は
な
ら
な

い
。今

回
の
私
の
提
起
を
】
応
「進
行
す

る
破
防
法
体
制
と
は
何
か
」
の
最
終
回

と
す
る
意
味
で
、
こ
の
間
の
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
解
放
闘
争
を
闘
い
抜
い
て
き
た
多

く
の
人
た
ち
が
語
っ
て
い
る
よ
う
な

「破
防
法
体
制
」
と
は
、
い
か
な
る
時

代
か
と
い
う
こ
と
を
要
約
し
て
お
き
た

い
。私

た
ち
は
「
破
防
法
体
制
」
一
破
防

法
時
代
」
と
い
う
こ
と
を
単
な
る
法
律

ち
の
副
に
へ
η
し
て
い
る
。

ま
た
、
そ
れ
は
「沖
縄
遮
還
」
を
テ

コ
と
し
て
帝
国
工
義
国
民
統
合
と
し
て

進
み
、
帝
国
に
義
的
L
場
制
度
の
確

立
、
民
放
。
身
分
等
の
差
別
を
利
用

し
、
労
働
省
階
級
を
分
断
支
配
し
、
よ

り
一層
の
抑
圧
体
制
を
確
立
せ
ん
と
し

て
現
在
進
行
し
て
い
る
Q

こ
の
よ
う
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
人
民
へ

対
す
る
、
分
断
と
抑
圧
を
通
し
た
ブ
ル

ジ
ョ
ア
社
会
の
支
配
形
態
は
、
議
会
制

民
ヱ
ー
義
と
し
て
、
す
な
わ
ち
制
度
的

に
は
「
議
会
"
立
法
」
「
政
府
1ー
行

政
」
「
裁
判
楠
司
法
」
な
る
一一権
分
立

と
、
そ
の
各
女
へ
の
「
国
民
」
と
し
て

の
民
L
』
義
的
代
議
制
へ
の
参
加
が
保

障
さ
れ
る
と
い
つ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
上
主

義
支
配
形
態
と
し
て
あ
る
が
階
級
闘
箏

の
激
化
と
前
底
の
中
で
幻
想
酌
共
同
制

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
全
国
い

た
る
と
こ
ろ
で
展
開
さ
れ
る
、
く
り
返

し
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
公
然
た
る

反
逆
の
闘
い
は
、
こ
れ
ま
で
の
戦
後
支

配
・
議
会
制
民
主
ド
義
の
中
で
、
抑
圧

さ
れ
て
き
た
こ
と
に
対
す
る
怒
り
の
茂

現
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア

社
会
に
い
か
な
る
幻
想
も
持
つ
こ
と
が

出
釆
な
く
な
っ
た
部
分
の
登
場
と
し
て

公
然
と
そ
の
姿

(部
分
的
な
も
の
で
あ

る
が
)
を
衣
わ
す
に
・p
っ
た
の
で
あ

る
。し

か
し
、
こ
の
よ
つ
な
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
の
闘
い
の
公
撃
た
る
突
出
に
自

ら
の
運
命
の
危
機
を
見
た
部
分
、
す
な

わ
ち
、
勘
中
間
層
は
「私
有
財
麗
を
自

ら
の
手
で
守
れ
」
と
い
う
フ
/
ン
ズ
ム

と
し
て
登
場
し
て
来
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
て
れ
は
、
69
対
の
人
田

タ
リ
ア
ー
ト
の
闘
い
に
対
す
る
反
革
命

と
し
て
登
場
し
つ
つ
あ
る
フ
ァ
シ
ズ
ム

大
衆
運
動
と
の
激
突
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
支

配
体
制
の
崩
壊
、
こ
の
よ
う
な
現
状
の

中
で
の
弾
圧
体
制
が
他
な
ら
ぬ
、
破
防

法
体
制
と
い
わ
れ
る
、
現
在
の
私
た
ち

に
対
す
る
プ
ル
ジ
ョ
ア
ン
ー
の
弾
圧
体

制
だ
と
見
て
お
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
。す

な
わ
ち
プ
ル
ノ
ヨ
ア
ゾ
ー
ど
も
は

単
な
る
、
直
接
的
な
弾
圧
体
制
強
化
と

い
う
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
支
配
体

制
の
一切
を
間
わ
ず
、
社
会
総
体
を
通

じ
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
対
す
る
弾

圧
を
強
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
耳
の
ハ
月
闘
争
の
直
後
に
ブ
ル
ノ

ヨ
ア
ゾ
ー
は
「公
女
調
査
庁
局
良
会

議
　を
東
示
で
開
い
た
。
て
の
申
で
国

家
公
女
委
員
セ
は
71
魂
秋
～
72
年
沖
縄

「

7F△
一
一
一

司
法
の
帝
国
⊥
嬬
的
得
編
の
実
態
を
小
す
鼓
島
磁
通
達
と
艮
9
訓
示

(そ
れ
ぞ
れ
燐
判
所
時
報
よ
り
)
、
お
よ
び
こ
の
よ
う
な
動
き
と
灯
決

}

す
る
司
法
修
習
生
か
ら
の
声
明
を
資
科
と
し
て
掲
載
す
る
。
(編
集

部
)

}
■

最
高

裁

判
所

通
達

◎
法
廷
秩
序
維
持
等
の
た
め
の
警
備

状
況
の
報
告
に
つ
い
て

彌
歎
雛
麗
難
総
野
鞭
勤
雛
酸
瀦
彗

標
謡
に
つ
い
て
、
六
月
七
日
付
鰻
尚
裁
刑
一
第
九
六
摺
刑
事
局
長
通
運
に
よ

る
昭
和
二
「
七
年
四
月
三
日
付
最
高
裁
判
所
刑
一第
五
・三
号
刑
事
局
長
通
運

「
法
廷
秩
序
継
持
等
の
た
め
の
警
偏
状
況
の
報
告
に
つ
い
て
」
の
麗
止
に
伴

い
・
左
紀
の
と
お
り
疋
め
ま
し
た
か
ら
、
七
月
一日
以
降
は
こ
れ
に
よ
っ
て
報

告
し
て
下
さ
い
。

記

鱒
、
法
廷
警
欄
の
た
め
警
備
態
勢
を
と
っ
た
と
き
は
、
別
紙
報
]膚

通
を

作
成
し
、
そ
の
つ
ど
す
み
や
か
に
送
付
す
る
こ
と
.

一一、
同
一日
に
お
い
て
、
同
一
警
欄
態
勢
の
下
に
数
事
件
の
開
処
が
行
な
わ

れ
た
場
含
は
、
各
扇
件
コ
と
に
報
告
践
を
悸
辰
す
る
こ
と
、

三
、
高
等
裁
判
所
支
部
の
事
件
に
つ
い
て
は
高
等
裁
判
所
艮
甘
か
ら
、
地
ゐ

裁
判
所
支
部
お
よ
び
簡
易
裁
判
所
の
事
件
に
つ
い
て
は
地
力
裁
判
所
長
か

ら
、
家
庭
裁
判
所
支
部
お
よ
び
出
喪
所
の
耶
件
に
つ
い
て
は
家
庭
裁
判
畏

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
報
告
す
る
こ
と
。

記
載

上

の
注
意

①

「庁
名
」
お
よ
び
「係
潤
部
」
欄
は
、
該
、コ
す
る
も
の
を
Q
で
囲
む
こ

と
い

②

当
事
者
等
が
数
名
の
場
合
は
、
外
何
名
と
し
て
瞳
狙
欝
略
す
る
こ
と
。

③

「開
葦

月
日
」
欄
は
、
公
判
、
蟹

由
闘
示
、
口
頭
弁
論
、
審
判

な
ど
の
明
日
の
禮
別
を
紀
載
す
る
こ
と
。

④

「派
出
奪

け
た
菱

管
更
」
と
は
、
裁
判
所
か
ら
の
捷

貸
の
泳
出

要
編
に
よ
り
出
動
し
た
警
察
直
数
を
記
入
す
る
。
し
に
が
っ
て
、
賢
察
揖
か

ら
出
動
し
、
裁
判
所
に
近
撲
し
た
場
所
に
葡
機
し
て
い
る
場
脅
も
含
む
、

⑤

「警
蝦
に
あ
た
っ
た
裁
判
所
腰
員
」
欄
の
「
日
片
腰
員
」
と
は
、
h
畝

,月
の
み
な
b
ず
、
同
}
旭
内
に
あ
る
他
の
h
の
職
員
も
合
む
。
た
と
え
は
洞

一
地
内
に
魁
力
裁
判
所
、
家
庭
裁
判
所
お
よ
び
簡
易
裁
判
所
が
あ
る
場
会
は

互
い
に
他
の
月
の
督
欄
に
あ
た
っ
た
と
き
も
「
目
庁
腰
員
」
と
な
る
。

「
魁
庁
職
員
」
と
は
、
当
畝
庁
と
同
一地
内
に
あ
る
裁
判
所
職
員
μ
外
の
職

員
が
警
備
を
命
ぜ
ら
れ
、
派
遣
さ
れ
た
場
合
を
い
つ
。

「
う
申曇

旅
費
」
に
は
、
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
注
律
に
よ
り
旅

口
を
文
給
さ
れ
た
者
の
数
を
鵡
入
す
る
。

⑥

「
退
廷
命
令
」
お
よ
び
「
拘
束
命
令
」
欄
の
「
そ
の
他
」
の
か
っ
こ
内

に
は
、
た
と
え
ば
「証
人
」
を
い
う
螂
つ
に
、
遍
廻
、
拘
束
七
命
ぜ
ら
れ
た

吾
の
身
分
を
甜
載
す
る
。

⑦

「
事
件
の
概
要
」
欄
は
、
該
当
す
る
記
号
を
0
で
囲
む
こ
と
。

⑧

「
備
考
」
欄
は
、
≧
と
し
て
当
日
の
法
廷
の
状
況
に
か
ん
が
み
、
猷
廷

誓
備
1
参
考
と
な
る
べ
き
貝
体
的
な
所
感
、
意
見
を
晶
戴
す
⇔
こ
と
。

⑨

弁
護
人
の
易

等
に
つ
き
、
「法
廷
の
内
外
の
状
況
お
よ
び
警
備
状

況
」
欄
に
紀
載
す
る
と
き
は
、
そ
の
氏
名
を
明
記
の
こ
と
。

⑩

「
事
件
の
区
分
」
側
は
該
当
す
る
も
の
を
○
で
囲
む
こ
と
。

最
高
裁
判
所
長
官
訓
示

蜘
鞭
藍
朋髭
認
船
醐難
騰
舗
研畏言、)

本
目
、
こ
こ
に
、
品
等
裁
判
所
畏
訂
、
地
力
裁
判
所
長
お
よ
び
家
庭
裁
判
所

長
の
会
同
セ
を
開
催
す
る
に
あ
に
り
、
所
信
の
】端
を
甲
し
赴
へ
た
い
と
お
も

い
ま
す
。

日
本
国
憲
広
が
制
遣
さ
れ
て
以
釆
、
は
や
く
も
四
分
の
一
世
紀
が
経
戯
し
よ

一つ
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
間
、
憲
法
に
よ
っ
て
新
た
に
認
め
ら
れ
た
諸
制

度
は
、
幾
多
の
困
難
と
試
魂
に
耐
え
、
国
民
牛
沽
の
中
に
深
く
板
を
お
ろ
し
、

こ
の
基
盤
の
上
に
今
日
の
平
相
と
繁
策
と
が
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。改

め
て
甲
す
ま
で
も
な
く
、
簸
法
の
理
想
と
す
る
民
工
主
義
と
ヰ
和
イ
羨

ぱ
、
注
の
支
配
が
徹
底
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
し
め
て
碓
保
さ
れ
る
の
で
あ

り
ま
す
。
憲
法
が
す
べ
て
司
法
権
を
最
高
裁
判
所
を
頂
点
と
す
る
裁
判
所
に
ゆ

だ
ね
、
酎
法
推
の
独
立
と
優
位
を
定
め
て
い
る
の
は
、
ひ
と
え
に
、
司
繊
を
公

正
か
つ
中
M
の
π
場
に
お
く
こ
と
に
よ
う
て
法
の
支
配
を
確
立
し
、
こ
れ
に
よ

っ
て
慧
法
の
理
念
を
夫
現
し
よ
つ
と
す
0た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま

す
。現

代
の
祉
会
の
急
激
な
発
展
は
、
価
値
観
の
多
廠
化
を
も
た
ら
し
、
そ
こ
に

Ψ
ず
る
紛
争
に
は
深
刻
か
つ
襯
雅
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
世
相
を
反

映
し
て
、
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
る
事
件
の
中
に
も
、
祉
会
勢
力
の
利
署
の
鋭
い

灯
立
を
蔵
す
る
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
御
。
そ
し
て
裁
判
所
が
違
憲
立
法
畜

査
梅
を
与
え
ら
れ
て
い
る
以
上
、
戴
判
所
は
、
盈
大
な
思
想
的
、
社
会
的
、
政

治
的
紛
争
の
解
決
に
当
ら
ざ
る
を
碍
な
い
崩
合
も
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
の
下
に
お
い
て
は
、
裁
判
巨
は
、
そ
の
噌
挙
手
一投
足
に
至
る
ま

で
社
会
の
佳
目
を
浴
び
さ
冨き
ま
に
計
価
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
A,日
ほ
ど

裁
判
の
公
此
と
中
立
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
慨
保
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ

る
時
代
は
あ
り
よ
ぜ
ん
。
戴
刈
日
は
、
高
い
識
見
を
も
っ
て
仕
会
の
動
向
を
直

察
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
が
、
軽
女
に
先
疋
る
こ
と
き
こ
と
は
敵
に
こ
れ
を
目
戒

し
て
、
常
に
甲
庸
の
道
を
歩
む
べ
き
で
あ
り
、
国
民
の
全
体
か
ら
公
正
中
又

を
信
頼
さ
れ
る
姿
勢
を
堅
持
し
、
堅
忍
不
抜
の
気
慨
を
持
つ
こ
と
こ
そ
肝
要
と

帽
ず
る
し
だ
い
で
あ
り
ま
す
。
裁
判
旺
は
、
目
ら
を
省
み
て
そ
の
職
務
に
ふ
さ

わ
し
い
節
度
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
し
て
、
裁
判
の
独
立

は
、
ま
δ
に
こ
れ
ら
裁
判
昏
の
艮
識
を
岡
提
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

ゆ
え
に
、
裁
判
嘗
に
要
求
さ
れ
る
裁
判
冒
倫
理
も
極
め
て
甑
し
い
も
の
が
あ
る

こ
と
を
目
寛
し
な
け
れ
ば
な
り
題
せ
ん
。

昨
年
の
会
同
に
お
き
ま
し
て
、
わ
た
く
し
が
、
と
く
に
、
裁
判
冒
が
政
佑
的

色
彩
を
帯
び
た
団
体
に
加
入
す
る
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
甲
し
述
べ
ま
し
た
こ

と
も
石
の
趣
旨
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
幸
い
こ
の
問
題
に
関
し
ま

し
て
は
、
裁
判
自
の
聞
で
そ
の
理
解
が
い
っ
そ
つ
深
ま
り
つ
つ
あ
㊧
こ
と
は
嘗

ば
し
い
こ
と
と
存
レ
ま
す
。

し
か
る
に
、
近
時
、
鰻
高
裁
判
所
の
司
法
行
政
が
蕾
し
く
不
愚

あ
る
と

し
、
甚
だ
し
き
に
至
っ
て
は
政
治
描
力
に
屈
従
し
、
司
法
樵
の
独
立
を
放
棄
し

た
も
の
で
あ
ゐ
と
非
戴
す
る
む
き
さ
え
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
当
ら
ざ
る
こ
と

は
、
こ
こ
に
改
め
て
甲
し
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
各
位
に
お
か
れ
て
↓
分
に
御

了
知
の
こ
と
と
脅
じ
ま
す
。
元
釆
、
裁
判
そ
れ
自
体
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
迅

速
画
止
な
裁
判
を
保
障
し
、
そ
の
実
現
に
賃
す
る
た
め
の
司
法
行
政
も
、
三
権

分
V
の
建
前
か
ら
甲
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
裁
判
所
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
こ
れ
を
運
用
す
る
わ
れ
わ
n
裁
判
9
は
、
正
当
な
恵
見
に
耳
を
傾

け
、
か
つ
、
廼
え
ず
深
い
反
省
を
恵
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ

り
よ
ぜ
ん
が
、
そ
の
判
断
な
あ
く
ま
で
自
主
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
不
当
な
容
吸
を
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
他
の
牽

制
や
圧
力
に
影
響
を
受
け
た
り
、
一
部
の
為
に
す
る
抵
判
に
右
顧
左
べ
ん
し
た

り
す
る
さ
つ
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
、
真
の
独
立
は
あ
り
褥
な
い
の
で
あ
り
ま

す
。
憲
法
は
、
裁
判
冒
に
つ
き
任
期
制
度
を
定
め
て
お
り
ま
す
が
、
人
事
上
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
判
所
の
裁
判
自
会
議
に
お
い
て
、
裁
判
の
独
立
の

本
義
に
徹
し
、
慎
颪
な
う
え
に
も
慎
重
に
検
幻
を
璽
ね
、
全
国
の
裁
判
冒
が
身

分
上
に
不
k
を
感
ぜ
う
れ
る
こ
と
の
な
い
さ
つ
十
分
な
配
慮
を
い
た
し
て
い
る

の
で
あ
り
ま
す
。
裁
判
旺
各
位
が
裁
判
所
に
対
す
る
い
わ
れ
の
な
い
批
判
に
懸

わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
冷
静
な
態
度
で
職
務
に
全
力
を
傾
吐
さ
れ
る
こ
と
を
願

う
て
や
み
ま
ぜ
ん
。

今
回
の
食
同
は
、
当
血
の
司
法
行
政
ヒ
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
各
位
の
コ
協

議
を
願
う
た
め
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
限
ら
紬
た
時
間
で
は
あ
り
ま

す
が
、
帰
分
討
議
を
尽
く
さ
れ
、
会
同
所
期
の
目
的
を
逮
成
さ
れ
る
さ
つ
望
む

し
だ
い
で
あ
り
ま
す
。

こ
糺
を
も
っ
て
、
わ
た
く
し
の
訓
小
と
い
た
し
』
す
。

の
契
概
と
し
、
爵
法
協
パ
ー
ノ
、
平
賀
雷
闘
に
よ
る
裁
判
翫
制
に
抵
乱
し
に
福

島
判
事
の
懲
籏
、
更
に
は
犬
量
七
名
の
任
冒
拒
査
、
冨
本
判
事
禰
の
再
任
拒

否
、
坂
口
修
習
生
罷
免
へ
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
弾
圧
は
、
他
力
で
水
ー
弁
謹

士
の
懲
哉
に
み
ら
れ
る
如
く
今
や
藏
判
所
の
み
な
ら
ず
弁
讃
士
会
を
も
含
め
た

司
法
の
総
反
動
化
へ
と
、
事
態
は
急
速
に
進
行
し
つ
つ
あ
の
ま
す
。
最
高
裁
石

田
長
啓
は
「司
法
を
公
止
か
つ
中
立
の
立
場
に
お
き
法
の
立
配
を
雁
立
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
憲
法
の
理
へσ
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
「
裁
判
所

に
提
起
さ
れ
る
事
件
は
璽
大
な
思
想
的
。
社
会
的
。
政
宿
的
粉
争
が
多
く
、
祉

会
勢
力
の
利
書
の
鋭
い
対
立
を
蔵
す
る
邸
件
に
対
し
裁
判
百
は
常
に
申
庸
の
颪

を
歩
ま
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
い
「
そ
の
た
め
に
は
裁
判
訂
は
政
治
的
色
彩
を

帯
び
た
団
体
に
入
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
現
圧
亡

し
て
こ
れ
か
ら
現
実
の
法
廷
に
現
わ
れ
て
く
る
事
件
の
中
で
、
労
働
者
」
生

。
農
漁
民
・
市
畏
が
抱
え
て
い
る
殺
人
的
な
労
働
強
化
、
労
務
管
理
、
敦
胃
再

縞
、
産
菓
再
編
域
、
七
〇
年
箕
保
を
頂
点
と
す
る
軌
治
体
制
の
改
編
を
め
ぐ
る

薔
悩
に
対
し
「中
晴
」
「
申
立
・
公
正
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
い
っ
た
い
ど

の
よ
う
な
こ
と
な
の
で
し
ょ
つ
か
。
本
年
二月
末
現
在
亀
]審
裁
判
所
に
係
属

し
て
い
る
「掌
竺
事
件
」
の
被
缶
人
の
数
は
籾

一干
人
に
も
お
よ
ん
で
お
り
、

次
第
に
地
方
郡
市
に
波
及
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
件
に
お
い
て
、
裁
判

所
は
被
告
人
が
十
張
す
る
闘
争
の
意
義
、
"
」
性
に
つ
い
て
は
一
切
考
慮
せ

ず
、
「
裁
判
に
お
い
て
は
思
想
は
裁
か
な
い
」
と
し
て
現
冥
の
仕
会
で
何
が
起

き
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
事
張
を
切
り
す
て
、
こ
れ
に
抵
乱
す
る
霞
缶
人
・
弁

護
士
を
機
動
隊
の
物
理
力
に
よ
り
巳
廷
か
ら
叩
き
唱
し
、
あ
げ
く
の
喫
て
は

「諸
君
は
軍
命
が
起
き
た
ら
私
を
裁
く
で
し
ょ
う
、
だ
か
ら
私
は
そ
れ
を
曙
借

し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
今
は
私
が
君
た
ち
を
裁
き
ま
す
」
と
【
h
の
鋭
得
の
諭

理
も
示
さ
ず
、
む
き
出
し
の
国
家
暴
力
と
し
て
自
分
を
褒
現
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
現
実
の
政
治
的
社
会
的
な
問
題
が
裁
判
所
の
暴
力
に
よ
り
切
り
す
て

ら
れ
、
大
量
迅
迷
に
判
決
が
出
さ
れ
て
何
く
と
い
う
こ
と
が
、
字
竺
事
件
の
み

な
ら
ず
労
働
寧
件
・
41
政
事
件
そ
の
也
の
事
件
に
も
ふ
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
つ
な
事
件
の
大
鰍
迅
遅
な
処
理
を
雁
保
す
る
た
め
に
、
最
高
裁
は
政

治
的
・
社
会
的
な
矛
唐
に
敏
感
な
裁
判
冒
や
修
習
生
に
対
す
る
稀
制
を
強
め
、

闘
う
弁
護
士
に
対
す
る
統
制
を
強
め
、
闘
う
弁
護
士
に
対
す
る
懲
戒
の
動
き
を

作
り
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
産
司
法
修
習
生
に
対
す
る
法
曹
養
成
教
肖

も
、
法
庫
が
規
定
し
て
い
る
事
実
が
あ
る
か
査
か
を
認
足
す
る
の
み
の
技
術
を

叩
き
込
む
こ
と
琶
甲
心
と
し
、
更
に
は
強
催
的
な
訴
訟
指
瓶
に
対
す
る
批
判
的

視
点
を
】
切
封
ず
る
よ
う
な
も
の
と
し
て
強
化
δ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
裁
判
が
「
中
庸
」
「
申
巫
公
正
」
で
あ
る
と
い
う
な

ら
ば
、
そ
れ
は
労
働
者
人
民
の
生
活
の
現
果
を
ね
じ
囲
げ
、
政
府
の
政
策
を
事

緩
的
に
遍
認
す
る
機
関
が
司
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
更
に
は
減
判
所

自
身
が
む
き
出
し
の
治
安
弾
圧
撫
関
と
化
す
こ
と
に
な
り
題
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
今
や
最
高
裁
を
中
心
と
し
て
急
速
に
す
す
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
司

法
総
反
動
化
に
対
し
共
に
画
い
ま
し
ょ
う
。

い
こ
う
と
す
る
部
分
に
刈
し
て
、
徹
底

し
て
、
批
判
し
、
そ
う
い
う
鄙
分
を
押

し
つ
ぶ
そ
う
と
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
覚
の
発
展
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

の
そ
の
血
の
海
の
上
に
見
よ
う
と
す
る

部
分
が
、
自
民
党
の
い
う
、
健
全
野
党

と
し
て
生
み
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

ま
た
、
今
回
の
裁
判
所
の
体
質
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
ブ
ル
ジ
ゴ
ア
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
推
進
者
と
し
て
司
法
官
僚
ど

も
の
人
事
を
タ
テ
に
と
っ
て
の
司
法
に

お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
統
制
を
な
さ
ん

と
し
て
い
る
の
と
帝
国
丑
義
軍
隊
と
し

て
の
自
衛
隊
に
お
け
る
、
治
安
訓
練
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
紙
制
等
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
政
治
頂
点
か
ら
の
秩
序
の
帝

国
主
義
再
編
は
政
党
の
レ
ベ
ル
に
お
い

て
、
あ
る
い
は
、
レ
ノ
ト
。
パ
ー
ン
、

反
戦
パ
ー
ジ
を
伴
っ
て
進
行
す
る
労
働

組
合
の
帝
国
セ
羨
的
再
編
11
労
働
戦
線

の
統
一
、
翼
賛
労
働
運
動
の
禽
成
と
し

⑧要警

時備
間所

⊂刀
閉

廷一

⑥囲

廷　

⑤年開

月

日廷一

④人た当

等ま事
被者
衝ま

唱,

落事件

珍名

②係

属
部
　

①庁

名
一

一

事

昭頽

最

量 葺一

月
て
、
労
働
戦
線
に
垢
い
て
、
あ
る
い
は

あ
b
ゆ
る
領
域
に
お
い
て
、
9
厳
的
軍

事
的
政
治
的
秩
序
の
帝
国
上
義
再
編
と

し
て
一
公
然
た
る
フ
ノ
シ
ズ
ム
の
登
場

へ
向
け
」
進
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
力
、
戦
後
民
上
⊥
義
の
中
で
の
法

律
(
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
圧
殺
の
遵
貝

と
し
て
の
)
は
、
㎝
年
の
10
・
8
羽
田

闘
争
を
も
っ
て
開
始
さ
れ
た
.
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
人
民
の
公
然
た
る
実
力
闘
争
の

突
出
の
過
程
の
中
で
、
そ
の
ブ
ル
ン
ヨ

ア
法
の
制
定
意
図
を
こ
え
て
弾
圧
法
と

し
て
適
用
さ
れ
て
釆
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
道
交
法
、
軽
犯
罪
法
、

凶
器
準
備

(結
)
集
罪
等
々
と
し
て
.

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
、
法
律

の
拡
大
利
用
あ
る
い
は
、
69
年
4
・
28

闘
争
へ
対
す
る
破
防
法
の
三
十
九
条
適

尾
を
も
っ
て
の
弾
圧
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
闘
い
は
、

プ
ル
ジ
g
ア
文
配
の
矛
盾
の
深
化
と
拡

大
へ
対
決
し
て
い
く
も
の
と
し
て
、
}

歩
一
歩
前
薦
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
か
ぎ
り
な
く
前
蔵
す
る
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
人
民
の
公
撃
た
る
闘
い
に

対
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、
刑
法
の

全
面
改
悪
、
少
年
法
、
監
獄
法
の
全
面

改
悪
、
精
神
衛
生
法
の
弾
圧
立
法
と
し

て
の
生
み
直
し
、
労
話
法
の
改
悪
、
国

家
行
蚊
組
載
法
の
制
定
、
出
入
国
営
理

法
案
、
靖
国
法
の
制
定
、
裁
判
所
法
の

制
定
と
い
う
か
た
ち
で
、
ブ
ル
ノ
コ
ア

支
配
の
道
具
で
あ
る
、
法
を
反
革
命
的

に
牛
み
直
さ
ん
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
。特

に
、
刑
法
の
改
悪
は
こ
れ
ま
で
の

注
律
を
す
べ
て
、
現
在
あ
る
破
防
法
の

レ
ベ
ル
ま
で
そ
の
反
革
命
性
を
61
き
よ

げ
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
あ
る
い
は
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
イ
デ
オ
ロ
ギ
r
の
確
立
を

よ
り
促
進
さ
せ
る
も
の
と
し
て
あ
る
。

ま
た
「予
防
拘
束
」
を
制
農
化
す
る
も

の
と
し
て
の
保
安
姐
分
体
系
の
導
入
を

は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
刑
法
改
悪
は
、
こ
れ
ま
で

の
法
律
の
改
懸
と
い
う
こ
と
と
同
時

に
、
明
確
な
フ
/
ノ
ズ
ム
広
体
系
の
確

▽
へ
同
け
た
も
の
と
し
て
の
件
格
を
仏

日

最
働
裁
判
所
事
務
総
局
総
務
局
長

殿

た
ち
は
は
っ
き
り
と
と
ら
え
切
っ
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
選
挙
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
に

お
い
て
唯
一
、
国
民

(?
)
が
支
配
の

ワ
ク
の
内
で
政
治
に
参
加
で
き
つ
る
も

の
と
し
て
あ
る
選
挙
に
お
い
て
す
ら
、

公
職
湛
挙
法
の
改
悪
を
持
っ
て
、
弾
圧

立
伍
の
性
格
が
強
め
ら
れ
て
い
る
現
状

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
制
度
の
全
面
的
帝
国

‡
義
的
再
編
、
法
の
改
悪
、
副
定
、
フ

ァ
ン
ズ
ム
法
体
系
の
確
立
と
い
う
形
で

進
行
す
る
弾
圧
と
同
時
に
、
一方
に
お

い
て
、
行
政
区
画
の
再
編
、
秩
序
の
再

編
と
し
て
の
新
全
国
総
合
開
発
計
国
に

も
と
つ
く
、
国
家
に
よ
る
国
民
管
理
体

制
11
国
民
総
背
番
号
制
度
の
確
立
と
し

て
、
秩
序
が
全
面
的
に
改
め
ら
れ
よ
う

と
し
、
ま
た
出
入
国
智
理
法
案
の
制
定

を
も
っ
て
、
地
域
住
民
の
柑
互
管
理
体

制
の
構
築
が
な
さ
れ
ん
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
沃
た
、
出
入
国
管
理
法
案
は

反
革
命
階
級
同
盟
、
す
な
わ
ち
、
中
国

の
国
連
へ
の
参
加
を
も
っ
て
確
立
さ
れ

る
、
新
し
い
世
界
状
勢
に
対
応
で
き
る

反
見
命
階
級
同
盟
の
一
つ
の
環
と
し

て
、
あ
る
い
は
、
人
民
の
分
断
を
促

雌
、
支
配
体
制
の
強
化
の
目
的
を
持
っ

た
も
の
と
し
て
も
制
定
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。

"て
の
よ
う
な
、
住
民
管
理
体
制
1ー
ド

か
ら
の
フ
ー
シ
ズ
ム
体
制
の
育
成
を
そ

の
第
】
の
目
的
と
す
る
も
の
と
し
て
九

月
一
日
に
は
大
規
模
な
防
災
訓
練
に
名

を
借
り
た
、
治
安
訓
練
が
地
域
住
民

と
、
軍
隊
、
官
僚
機
講
の
総
力
を
⊥
げ

て
な
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
、
地
域
住
民
の
ブ
ル
ノ

ヨ
ア
ー又
配
に
対
す
る
危
機
を
フ
ァ
ン
ズ

ム
と
し
て
の
組
織
化
と
、
屡

的
軍
事

的
続
治
機
構
の
帝
国
t
義
的
再
編
、
法

の
フ
～
ン
ズ
ム
法
体
系
化
の
確
立
の
た

め
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
「
よ
び
水
」

と
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
し
て
、
天

聖
の
意
識
的
な
利
用
が
な
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
諸
ス
ポ
ー
ツ
祭
に
お
け

る
、
天
呈
せ
の
他
の
出
席
、
あ
る
い
は

人
遥
の
訪
欧
と
し
て
、
さ
ら
に
靖
瞬
紘

局
隙
歳
刈
所
優
冨

地
ゐ

家
庭
裁
判
所
長

注
む
秩
序

維
持

の
た
め
の

警
備
状
況

報
告

件

名

等

二

傍

聴

人

案
の
制
定
と
し
て
、
現
在
の
天
量
の
間

題
が
あ
る
。

そ
れ
と
同
時
に
中
教
審
答
申
が
教
育

の
制
度
的
内
容
的
帝
国
主
羨
的
再
覇
強

化
と
し
て
、
上
か
ら
な
さ
れ
ん
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
・

}

こ
の
よ
う
に
し
て
、
日
女
加
え
ら
れ

て
来
る
ブ
ル
ノ
ヌ
ア
ジ
ー
か
ら
の
わ
れ

わ
れ
に
対
す
る
弾
圧
の
総
体
を
と
り
も

直
さ
ず
、
破
防
法
の
真
の
姿
と
し
て
は

っ
き
り
と
ら
え
、
そ
し
て
以
上
の
総
体

的
弾
圧
体
制
確
立
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と

し
て
「
破
防
法
」
の
全
面
的
適
用
が
'

で
に
準
彌
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
破
防
法
体
制
の
中

味
を
見
て
来
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
私
兀

ち
の
闘
い
は
き
わ
め
て
部
分
的
闘
い
と

し
て
あ
っ
た
と
い
う
そ
の
不
十
分
性
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
私
た
ち
の
闘
い
は
、
裁
判

闘
争
で
、
あ
る
い
は
帝
国
主
義
軍
隊
解

体
、
入
管
法
、
入
管
体
制
粉
砕
の
闘
い

と
し
て
一
歩
一歩
蔚
進
を
勝
ち
と
っ
て

き
て
い
る
。

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
の
諸
課
題
に
対

決
し
闘
い
抜
い
て
き
た
。
そ
の
闘
い
の

成
果
を
さ
ら
に
前
進
せ
し
め
国
会
上
程

を
来
年
に
ひ
か
え
た
刑
法
改
題
粉
砕
の

闘
い
を
そ
の
主
軸
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る

領
城
・
あ
ら
ゆ
る
課
題
に
対
定
し
解
決

し
て
い
く
反
弾
圧
闘
争
を
組
織
し
、
展

開
し
他
の
闘
い
と
結
合
せ
し
め
な
け
れ

は
弩

な
い
。

反
弾
圧
闘
争
は
支
配
首
ど
も
を
根
匠

か
ら
粉
砕
し
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
権
力
樹
立

へ
向
け
た
闘
い
と
し
て
「
帝
国
工
義
ブ

ル
ノ
ヨ
ア
政
府
打
倒
腱
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

権
力
樹
立
」
の
闘
い
と
し
て
階
級
的
闘

い
と
し
て
押
し
上
げ
、
発
展
せ
し
め
て

い
か
な
け
れ
は
な
ら
な
い
、
そ
し
て
、

こ
の
闘
い
を
通
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
党

の
建
設
の
作
業
を
よ
り
前
薩
せ
し
め
て

い
く
も
の
と
し
て
大
衆
闘
争
と
し
て
展

開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

(完
・よ
こ
が
わ
つ
と
む
氏
は
東
京

地
区
反
戦
弾
対
)
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労
動
者
・
学
生
・
市
裁
の
留
さ
ん
/
今
や
量
画
裁
を
中
心
と
し
て
急
速
に
お

し
直
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
司
法
総
反
動
化
の
攻
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が
い
か
な
る
も
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あ
る
か
を

以
下
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提
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達
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